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領　　春

新春　御　挨　拶
社団法人千曲会理事長小林運美

全国千曲会員の皆様「明けましておめでとうご座いま　　問題でなかった。
す」昨年11月23日千曲会第27回総会で役員選考委員会　　　歴史ある蚕綜教育機関もそう簡単に放置しておくわ

なるものができて委員長が理事長に私の名を呼び上げ　　けにはいかない。現在三つの大学に細々と煙を上げて

ました。私は全く寝耳に水で，びっくりしました。そ　　居るこの機関を一っにまとめ，確りしたものにしたい

こで私が「いやだのおうだの」と云っても仕方がない　　考えは当然な事で，これを何処の大学を中心としてや

ので，これも世の中のおつとめと考えてお引受けする　　って行くかが今後の重大問題なのである。残り少くな

事にしました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　った此等の関係教授各位と，蚕締業

　これらの問題のうち2つは私にと　　　　　　　　　　　　　　　　　　繊維学部の中に（叉は別の単科大
って終生忘れ難い出来ごとでありました。　　　　　　　学でも良い）斯様な細くて強い野趣のあるデリケート

　曰く，「教養統合問題」曰く，「蚕締教育改善問題　　な学科が一つや二つあっても何にも不思議ではないで

」前者はご承知の通り完敗に終り，その不手際を今頃　　はないか。地下鉄も場所に依っては屋根の上を走る場

になって云々する人も居るとか，死んだ子供の歳を算　　合もある。昨年私の非常に親しい友人（英国人でロン

えたくない。それよりも次の問題は未だ未解決であり　　ドンにあるボーイスカウト世界指導者訓練所々長J．

全国の同窓各位も見守って居る重大問題であります。　　T氏）が三度目の来日をしたので，或る一日東京都内

古い言葉であるが日進月歩の今日，曽っては輸出の大　　見物のドライブをした。その時の話をご紹介すると，

宗と云われた吾蚕綜業も現在，生線輸入国となり，我　　彼氏曰く，「オリンピックも終ったのに東京は未だ方

国のi蚕綜業の一大転換期が到来しました。しかし一方　　々で大きな道路工事をして居る様だがどう云うわけか

では繭の増産が叫ぼれ，農家の現金収入として何物に　　？」と云う質問です。私はこれは大部分が地下鉄工事

も換え難いと云う地方農家も相当多数ある現況であり　　で，もう直く・にロンドンの地下鉄に追いつく予定だと

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申しました。　（少しオーバーだったが）ところが彼氏
　現在の母校は御承知の通り，其の教援陣容，設備等　　真面目くさって曰く，「それは大変だ，早速帰ってロ

立派な工科大学として成長して参り此処約十年近くの　　ンドソの地下鉄を延長する為に自分もシャベルを持た

学部長教官各位の努力はなみたいていのものではなか　　なくては」と

ったのであります。　　　　　　　　　　　　　　　　　（My　Goodness／Imust　rush　back　to　Londol1
　勿論文部省当局も時代の要求に則って，現在E｜本産　　and　start　digging　with　my　own　shovel　myself

業界の必要とする大学々部の各科を増設して参り，木　　If　that　is　really　the　case．）

造の旧校舎の一棟や二棟（火災にあった）はたいした　　私は改めて彼氏の顔を見直した次第であります。
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御　　挨　拶　馳蕊柳沢延房
　本日千曲会の総会がとり行われますに当り不肖私名誉会正　　　の教官が松木に移られ，学部では現宜教官78名，孔∬究補助n

に推され誠に光栄に宥ずる次第であります。木年4月工り繊　　　71名，一｝r務系職員53名，d202名て運営してO；り・£y生も＾

維学部長の職をけがし朱だその経脛も戊く非才てあり，その　　年の、κ刀がいないのて一汰の淋しさはありまうが，一伺協力

重賓を果すには学部内は勿論一日田会の諸先爪から温い御支援　　　し，教官学ζヒ間も比較1杓円満に勉学に励んています・｝：た戊く

を仰がねばなりま旦んのて，この席をおかりして御依頼川し　　学1獅㌢十課程けこの4月初めて修了生を引会に送ったのてφ

上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りますが，志願者も年を追って増加の傾向にあり張寸。この
　この総会の町間を川lllしレ⊂学内の近‘兄を1AI　il］に御服｛ll致し　　　4月定艮32名，志願者24名うち入学者15名てした・な」ぷ’い’｛i；

度いと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の木年度琉、願者，入学κの数を中し添え主すと志隈1ネ日028名

　卒業生の皆様には平素多忙のため，学部になかなかお川掛　　人♪；ζニノlTlr者215名て約5倍のnい瓶寧ドてした。なJJ　UI　3

け頂けないような粛情もあり，また最近の卒疋生の瑞訓たら　　月の干北予冗右の就職’晒況てすが，本年もなかなかの狭い門

が研究室に寄られた時など，学内の建物が変ったこと，庭園　　てあり“］：すが允71？各1、㌧の御援1り」などもあり〆1業川には1則％

の樹々が大きく美しく成長したことなど第一番に巾され「ナ　　　の就職は殆んど問）童いないものと見ていよす。既に介体㌧し

ので姐物について一三御紹介致し愼す。佼門をけいって左前　　て85％イ1♪度1砺：っていLすが，只今｛11後の努力を続け“U、川

に繊組機械学『1研う嘗牢，続いて2～30都の距削をふいて火災　　　i：す。

で失った旧木館跡に西側から束に向って繊『｛1化学工学『’Rりf究　　　　次に前々から3写lll省を中心に川題｝・こな♪てい］1した張5：当

室，繊維工学科研究室が痂じき，その棟のrl唆から北方に共通　　育統合θ）川題について・lr中し述へ度いと思いりこす。・二の件

蹄義室がT字型に姐てられています。以上何れも三階鉄筋コ　　　について去る6月文部省からこ1］㍗部の貝の後の態度に・｝いて

ンクリート狸驚あり，史に繊『ll；じ業化学科の木造姐ての束に　　　問い合11があり，直らにK官会、抗を開き従ヌこの方6日円｛lll印

高分子・工業研究施設鉄筋コソクリートニ階建てが出来，紘い　　　し㌣L在通じ互部省に竹lllしノ、二のてありよす、，それは「1ニロ1

て42年4月には繊舶工業化学科の四階建が化’㍗科木造建てか　　　東3；1，京都の関係’メ、”｝’の協力により卯想rl勺五痔糸教育抗介の

ら製図宝の方に向って着一1この予定になってい宝す。庭園の樹　　　話し介いには当”｝ξ部としても協力をふ｝しよないのであろが，

々，ことにけやきや柳は学園の長い肝史を物nlゆ♪；へ府にふさ　　こそくの踏介にけ協力出来ない、、学部としては今後共このノ∫

わしいふん囲気をただよわせています。　　　　　　　　　　　引に添うもので㊤る」というのて、もり］1す，，ノcおこの川1、lllに

　次に信州大学として従来教養課程の履修が．Ull，∫」11，松　　つきましては先に］て山会の猪坂，笠原，月・沢の三二仇竃と山11

本の三地区に分散して行われていたのてすが，介学統一した　　迎事人¢）到ミ“カを受けたのてあり｝：すが，学校としての㍗r∫的

教養部設置の意見が他学部から強く打ら出され，繊託ll学剖｛と　　立場，目会の要”ふ将来の見通しなど多くの問題を告ハ、：け

しては従来繊維学部独自で敦養訳程の履修を行っていた開係　　　に多力向，多角度からの必見竜充分参呂に致さねばなり：、已

で，統一には多くの雄点があり，川血Lも覚｛llせねばなり童せ　　んのて，今後の御協力御助「1を刈楓いいたしたようイ7⊆次箔て

んので学部内の意見統一に難渋したの℃あり「Lす。ただ敗育　　ありa：す。

的見地から学生に一年だけでも企学生が同じカヤンパスてユjl　　　次にもう一つつり加えて御∫解頂さ1及いことは，昭和37イi

いに机を並べて学び且つ情熱的に諭じ合うことは視野を広く　　　1月の旧ホ館火災の際いち早くT曲会から御1ソ志を頂さ」、し

し，交友範囲もひろまり，学部聞の交流も増すことなど教養　　た復興資金の使途についててあります。火災で失つた講㍍宝

本来の趣旨に添う多くの利点も考えられ統合の線に踏み切っ　　の復興はその後全苗1的に丈部省の1⊥憤でTl］興出来ましたのて

たのであります。その教育効果については暫く問をかさねば　　去年学生会館の建設の一部に使わせて貰うよう千曲会の御了

なりませんが，現状としては大学教蓑部がいよいよ成Lを遂　　解を得たのであり士すが，文部省の三ノ回がありませんてした

げ，教育の実を充分発揮することを心から念願する次第であ　　其の後学生会館建設の；’川を欄るのが容易でないことが解り

ります。先日教薙部長から10月現在の入学生の↑占況について　　一方従来から学生ホールの手狭が問題になり急を要する所か

の報告がありましたのでそれを簡単にお伝え致します。木年　　　ら，百度方針をかえ別に本部に要永して学部食堂の改修を見

4月入学した学生総数1，1了5名，うち退学者3名のみで教官　　復興資金の御厄介を受りずにすんだような次第であります。

学生互いに解け合って勉学にいそしんでいるとのことです。　　一応以上のような結果になりましたので何れまた学部として

教養部発足まもないので教官陣容，講義霊，実験設備，図書　　　も充分研究した上で使わして頂くことになるかヒ思いますの

など充分ではありませんが，着々その充史をはかり，蹄義室　　で共の旬了は何分の御援助をお願い致し傲す。

研究室，学寮等の建物も既に半分が建てられ，42年度巾に約　　　なおその他お伝えいたし度いことも多々ありますが，1ソ上

2．600坪の竣工が予定されているとのことです命　　　　　　　　極く簡単に学内の近況を御、ll乏仏いたしよして木日の御挨1φに

　以上のように教養部が発足するにあたり繊『1｛学部から17名　　　かえさせて頂きます。

退任の御挨拶酬鋤卿長山口定次良β
　新年を迎え皆様のご多祥を心からお祈り中し上げます。　　　　退任に際し，省うて仔期1‘1吠過なく・…　～一申したい処てす

私は会員各位のこ推ばんにより・過去2年間・栄ある理事　　が・木会本氷の会の一般運営についてはともかくとして，昨

長の席を汚して参りましたが・先般の役艮改選により・退任　　さんの絶大なご協力・ご1旨導にもかかわらす，母校ては，恰

させて頂くことになりました。今日まで陰に陽にご指埠，こ　　も，敦養部統合，入学の蚕糸敦育改蝕など，信州メ学，よた

激励，ご協力をたまわった多くの方々に対し本紙を通じ厚く　　は田家としての人力剣に氷つくような問胆が大きく矢継ぎば

お礼を甲し上げます。役員は退きましても・母校には現役勤　　やにおきてまいり，これに関連して，愛校心1こもえる同窓生
務ですから今後とも器に応じて仕事をお中付しけ下さい。　　　の而守1や，蒼志のあるのも’1］然てすのて，オノ、けできるたい，
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繊に対坦同窓会の欄韻影させるために鋤いたすと　いネ，1しい酬が作ら擁したことは，今後の新し剛代の同
ともに・反1配かくこのような識三醐におこりがち端8種　窓会の運営のためにも，また改新1途上ににあ醐校の発展後
会と学校との閥に生じやすい「誤刷をまねくことのないよ　1妥のためにも心強いI」⑰で麗びにた註せん。

㌶糠鴎㌶；1］；㌶瀦難に何の業，叉兇瓢楚麟耀㌶翌罐憲隠禦
　1にして今回の改選により誹〒しい酒を入れるにふさわし　Uこ》椴賂位のご健闘を刃仇退任の挨拶といたします。

菅平ヒュッテを利用（自炊制）される方へ

　菅平ヒ・・テは・鱈畑脚］にともない，今年度か購ヒ途、　厳1・のこ二と、、

1峡制になりました・これは…　ッテの乍瑚巡麟砧　　　　　1夏孕　　　冬季、
酬｝合理的ぱ・のにしようとの翻iから・昭和39年》変・・綿　 起床　　61咽0フ｝　　　711．f
轡｝噸および～≧舷」・晒郷営刻姶が繍さオ硫91　倣噛71』91・・　　711・130分～91椥分
輌’らのつのFl竺もあ・7・わけです・し7・が・て・使lll　l醸111細分～帥30分　剛30分～塒30分
者心得・も励り修・1・さオ咋したのでr”刷槻程・に1・畷　　夕食　　晒～811・　　　剛～璃、
軍鋤翻ん）酬1らせ致し卍す・…ツテ撚llll」される方　1朋　　9時30分　　　911寺
は，三れをよく読んでいただき，乎1璽いのないよう御注泌中　　　　　　　　　入浴時開はその都度指小するn

㌶㌶㌫∵珊『『なる馴閤にイ酬ll㌧膠器1澱騰㌶1磁↑1麟；ll霊
　　　　　信州大学ヒュッテ使用規程および心得　　　　　　　　間は使川しないこと。

鞭ぎ輸鰹ご興，イ、川開始，，の。製雛II隈｛欄瓢罐瓢苔鴬螺
坦鯛・でじア醗の1馴継蹴：lll削網細し融1目・阿　蜘・礫・・、たら，脳に紬が食髄洗。て返却し，・部な

哩丙醐禽醐亘しない・　　　　　　　（9）い・テ内での鱒・i蹴禁商。
内驚．；差㌶瓢麟裂員蕊蹴綴｛；綴㌶三ごご粉て酬働・・胤・つぎ卿

合㌶1警㌫脚・趾者は，使㈱、…なら　゜：そ瀧鮮・・ツテ鵬のた・火興行な

麟罐濡竃麟鑑し、竺迎人に搦洲三　雰；；；Z竺∬人ま酬鞠‘継し渤欄

頸者心得」全文）　　　　　　　　◎蜘減旨定の棚で行ない，吸灘必ず灰」嘔すて，

・灘晶㌶麟欝㌶漂r蹴輌外　⇔lll｝灘麟蒜‡驚三い…

還㌶灘鷲驚簾農㌶㌶㌫協曙艶建物内外の消酬願聯蹴の醐
れたい・とくに合麟どの場合は少なくとも1ケ服前まで　酬系己を肌剖，他人の迷惑になる行為をしてはならな

顯鐙㌫鐘鑑1繍ま繍を敏酬願㌫：とに消灯綱ずそれぞれの脚入川・徹す・

し蹴㌶纏灘：㌶；；璽嬬‡灘膿㌶？㌘借川物欄酬粉手繊・噸

ただし継した経費レ縮71封その他を獺しても搬しをしな　£　，個・。・テ飴徽ど課珊⑳、使用す醐合は，とくに

議難雛議1竃き㌶の罐蕊難讐三竺す　ミあ織



（4）ノ姶．164　　千曲会綴　 llll：和42年Ullll

一本の矢は折られたが
一総会を終って思うこと一　　　　　斎　藤　i義　目ε（蚕り

　三尺さがって師の影を踏まず，といった明治は遠くなって　　　こう。
しまった。老齢な同窓生にとっては淋しい限りであろう。　　　　教官の数，科・日の数が少なすぎるとか一哲丁『の質が已いと

　だが今様の考えが必ずしも明治の理念の全てを無視してい　　か，教養のみを見ても上mのみより松木へ行けば4くのいい

るものでないことを角度を変えてみる必要があろう。　　　　　先生の講疏に接し，多くの友と‡ll語らえて見川jが1ム業る1と’）・

　絶対1君主制の時代と民主々義時代の違いが，如何にはっき　　　いつた理屈は，否党すべくもないが，それなら1「1帝大1’〔外に

りと区別できようとも，人問関係における師弟愛とか，同窓　　　は単科大学は永｝垂に出来る可能性力cない』二もいえよう・

関係における敬愛という本質は，いささかも変っている《，の　　　事の始めは企て不満足の巾から一・っ・く）積み：i田’よ別；随し

でない⑪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雁史の中から完成が旅れ川るものであるこ二f｝二｝，］：今り∫駄ll！　烈

　ギルド時代のような徒弟的関係におかれた，古き良き1呼代　　　しまい，、

の都の花は見ずもあれと歌った狭あいな：1ll：門学校から，社会　　　　結論1’1勺1は1了il窓の教官にも，そ藷1・以外の散官にイ1，松本へ

改革と共に大学に進んだ今日で，一番問題なのは，未だ頭の　　行った教1禦こも，伺一穿得る処は少諸にぐ，生徒が松イこli居〆・こと

申に古い思想の残澄のある人々と，これを心よく思わない人　　　いう思い川の一コマをD逢み出す結1μに賑…た1二と，，．ヒlllが’卜

々との間の相η不理解における葛廊ではなかろうかn　　　　　　永久的に単利大への夢を破られてし卍…たこコニ㌣あり，さ白

　これは過渡期における必然性であるとも見られようが，余　　　に最も悲しいことには，同窓t官と同窓夕1．れ’lir，Uぺ曲㌧」二．1

りにも時代遅れの低開発性と教「育同信州という・名の地に反し　　木の矢が，それぞれに肪ゾれてしま・・たという，ll）ぴしごの

た民土の低さすら感づ｛Dものがあζ）。　　　　　　　　　　　　みが残ったことでなかりっか、，

　戦後の千曲会を母校にとっての大きな問題を顧みつつ，そ　　　　これか｝三起るであろう蚕糸学∫：岡　…杖統令の1品！1｛にし．「ても

の推移をたどってみよう。　　　　　　　　　　　　　　　　　頭の悪い学生を集泣）て滅びゆく蚕糸業（ホ1誌第156・㌧：・にけ拙

　第一にあげられるものが，単科大liデノ1格の運1助である。あ　　　憤で衰〕巳とは∬べていないが）の教γれ’して・　）卍1う歳いと

の頃は野趣：豊かな同窓諸賢が，繊維産業の隆盛に応じて，日　　いっ敗官，東京へ統合されれば’1’・供（ノ段了∫ヒ川｝；llだ～二1，・う教

本に…・つ位繊維大学をn1独で持っのが至極当然と考え，果て　　官，上mこそ旋蚕教育の1乏適地ゾご1二いう，それぞれに～‘㍍1・ll、；

はムシロ旗まで立てて，政治的に大沓斗を行った，、だが，あ　　　あるであろうが，多くの矛盾は努力によ・）て解決てきζ，ごと

れは米価値上げ斗争における9民組・合的な政洋】圧力化は期待　　を考えて惰処して貰いたい／，の’ぐある1，

できなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　良きにつけ悪しきにっけて，同窓ノkが臼llい〔ノ）i1に‥いて

　それと，も一一つ欠けた点は，日本の官僚政治に対する考え　　　母校に貢献した幾多経済的，．h川1｛的、力川はヨ、来永　に　1：’，二

方が甘かったと思われる点である。日本の政治家（代議士）　　主ろうことを信じっっも，’一時的矛盾が過」：，現・n：，・、パ已

は，政策を知らない。ただ絶対多教の権力と陣傘附1願番で大’ @もに起り得ぞ，こ二とも，時の流れt。：則こ見既｝がす・二とは出｛ば

臣になる。だから下僕であるべき官僚に企てを教えられ，そ　　い。

れの言うなりになっていて○完くの飾り物大臣である。　　　　　ただ，それが感情的でなく，冷静に発展的に角酩決されてい

　こんな政治家のみを頼りすぎた感があったことはηEでき　　くことを念じて止家ない。

ないところであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今回の総会においても，同窓生5．000人の内，理事在301i

・第二にあげられる教養学科統合反対すなわち単科大への疋　　に対して，学内からの理到｝：は半数の15名から10名に澱り，理

がかりの喪失防止の運動は，ムシP旗の応援団にこりた学部　　事長も今まで学内から出てい渚　1のが，学外かi’）遊川されト5

長が極力政治的圧力を払いのけ，自己の自信のもとに官僚攻　　　ことになった、，

勢一本槍で進んでいた。　　　　　　　　　　　　　　　　　或人は，千曲会の敗退を憂え，成る者は同窓，：tYl『の逃灘を

　だがこの斗争の敗因は，目信を失った学部長が…一幕不禰：理　　　ハ1三難するむきもあった。

の民主々義原則を無視して，一度教養統合（松本へ）反対と　　　だが，この仰こよつて千曲会と母校が少しで望，う京くいっ

決定した教官会議の決定を，再度採決を強行させられ，統合　　　て，過去の誤解が緩和さ九，木来の軍の両輸のごと・ミ発展す

賛成に逆転してしまったことにあるが，この記憶が後世に残　　るならば，一時的な批判は万lrんじて受けて藍，よいではないか

る悲しい事態となってしまった蔭には，そうさせた種々の要　　同窓教官も他の教官も，おカパに胸襟を開いて母校の発展を考

因がひそんでいたからに他なるまい。　　　　　　　　　　　　え，千曲会もそれに協力して三木の矢が一体と：’よって信大｝1㌔

　最も驚くべきことは・社会主義社会の尖現を願い・それに　　維学部が，より向上してゆくこと遠ご心から願う鍵，ので1㍉1，．

日夜努力している急進的な人々が，国家独占資本による政府

の安上り文部行政である統合と中央集権化に対して，絶対反

対の立場を取るべきなのに逆に賛成に出たことである。

　そしてこの要因の中には，多分に同窓生教官と他の教官と

の間におけるあつれきが禍していたことも見のがせない。

　大学出身者のアル意識，千曲会という処？　の威をかる孤
（千曲会貴族）だというにくしみ。

　片や同窓教官は，自信喪失状態と意故地さから，次第に疎

遠になって行った。

　これが積年のあだとなって，遂には同調できることも同調

できなくなってゆくという悪循環の繰り返しが今回の二派分

裂への大きな原動力となったものではなかろうカ1それは理
論肖勺分裂よりも感情1．白分裂が大きく感じられた品、Cも系内碍い

難研究1・・晶糎理に…　　　　1
新しい光沢度測定器　　　　　　　　　　 1

三次元変角光度計

顕微光沢計

　　　　　　懸城南製作所1
　　　　　　　　　」、川市撒伽510340㈹　｝

、一

@　　　　、　．　　　　　　　　．「r　｛
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移　住　地　を　訪　ね　て

茨城県立笠問高等学校長加　藤　省’三

国際移住教育の印象をうけ，今後の教育に向うことのできた　　万ドルと推定されている。
ことはなによりもうれしい。　　　　　　　　　　　　　　　　したがって，ここ日系人社会における最大の産業として地

　それぞれの移住地で真の人間社会を作るべく取組んでいる　　位を保ちながら二～三世の活躍は見上げたものである。

人々と膝を交え，枕をならべて語り続けたわれわれも心を新　　　また，一方では日本商業会議所が産業開発ならびに通商促

たにして教育の道にと考えたのである。　　　　　　　　　　進の中核団体となって，白人に口本生活の背景を理解させて

　海外で活躍している人々の経営は全く素晴しい。己の生命　　いる。特に二世は一・世からの経済的基礎のもとに高度の教育

えの活力はまさに国際的にも立派である。国際競争の目まぐ　　をうけており，活動分野は実に広い，そしてその評価も高く

るしい今日，未開発国を日本人の勤勉と誠実な力で開拓して　　社会的地位も向上している。年1回の行事である二世祭など

行く若い人々一。先輩達と共に国際理解のもとに，土を愛し　　日本文化を大々的に演じ，若い日本の男，女がこの都の人々

機械の歯車となり，時にはサービス業として，また業種の如　　の心をユサブっているのは見事なものだった，この地で活躍

何を問わずあらゆる職業に真の魂を打ち込んでいる姿は実に　　をする［系人の人々は語学だけはある程度ミ学ぶ心ミが必要

尊いものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なのである。

毘㌶㌶鑑麗算霊覧ζ濃竃　　　一◇古都・・の人々◇一
感激が続くであろう。われわれは世界でほこりを身につけて　　　ここ古い文北の街。ベルーのミリマ市ミといえばインカ遣

いる大和民族である。お互に国境を越えて理解し，真の世界　　跡のところ一。
人としてあらゆる未開発の地を勇気と信念とをもって拓いて　　　広漠たる大砂漠往時のインカの偉大なる文化を偲ぶ一。こ

こそ優れた民族としての価値は世に高く評価されるであろう　　の街の文化はなんとなくおくれている。
　さてわたくし達のミ学びの旅路ミの1ページを開いて見る　　　　リマ市にはまだ海外移住事業団の支部は設けられてないの

ことにする一。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でちょっとさびしさを感ずた。すべて移住の業務は領事館が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あたっている。この都には日本の商社が約40社ほど活躍して
　　　　　　一◇°ス’の日系静◇一　　　　おり溌展の中，心鮪在である。
　ここロス・アンゼルスは南米行きコースの玄関口でもあり　　　産業と言うても農業，鉱工業であり，商業はひとり伸び続

この都は約247万の人口で，周辺の人々を合せると約674万と　　けている。
言われている。産業としでは石油工業，航空機業，花卉庭園　　　広漠たる大砂漠にはところどころに玉蜀黍，棉花・砂糖等

業，野菜栽培等で，日本人のほかに黒人，メキシコ系，アジ　　点々とその緑を増しており，また，一方野菜・牧畜業も周辺

ア系，ユダヤ系，アメリカン，インデアンなどの諸種族が入　　で行われている。
り乱れている。気候は一般に乾燥し，雨量は少ないようであ　　　現在邦人約4～5万人が古き文化のもとでその人間性を求

る。いま都市周辺の農地が住宅，商店街，工場，高速道路な　　めながら活躍を続けては日本人社会を作ろうとしている・
どの建設のために浸蝕されている。　　　　　　　　　　　　　　商業，鉱業，農業などで真のペルー文化を心ざす若い人達

　この地にも日系人は約1万8千名を超えており，周辺を合　　は自ら己の道を拓いて真の人間像を作りあげる地でもある。
せると7万7千名と言われている。日本人はサービス業が最　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（次号へつづく）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　1

割烹　レストラン　　　t　　信大教科書

香　　目　　軒
　　　　　　　　　　　　　　ロ

主　　　一 自然科学書

　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　工轄協会特縮

上ぽ釧　　い　　　璽嬬譜蒜
TEL②1280（代ノ　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　l
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第27回千曲会定期総会記事
　菊花苗る11月23Ll午｜）ll　10時から‘lrl例の本会錦27回総会け1’J　　を抑している払人が，年収支150ソ」「I　lに1｝みたない予t；1し1・

繍陰；嫉に」・いて　lll｝llされた。11疏よ32蛤力・ら代，1姐　／・てら砿いのてはfl・1ノ・眺・；1｝・こも些・い1ぽこL・≡

役員，会員；189名，委任状提1Pl支会L宮lll、｛∫支会外16支令25名　　に，た1こりない1；l！りてあり1：す・・これカリ！；｜川は↑こ日休に｝Wl

てあるパ絵次第はω徽の、二とけ川咽1事にわ・Cl膿，　が欠日ていろのか，ず・∫処かにごイ軸かあ’～°小会’酬細ul、∫

（2）理事挨拶け山n珂市より次o）と1、り隊拶、　　　　　　　　がイ・ilヨ、「］なのか，公費が小211にすざイ1醐憶れでいろの〃，1・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るいけ執行部の串務渋1｝llにkろのか，い1たll；1川がつりめC
　　　　　理事長挨拶　　山・定次郎　　1セんが一二に験イ杣入率の低いこと力糊liノ・ド加に・ぱ
　恒例により勤労感謝の仕きll，千曲会第27回の総会を開借　　　してありEすのて，叩・の機関紙てある1w山な報1ごこW，｛、ハll｛

いたしましたところ，数千の会員の代友として企刊各支会の　　が，し日らく抗いているようノr人身にいJdllBJてきない1う

各位にけ，それぞれの地域，職域て，公私とも極めてご多端　　　なごとも者えられ，それても〕、いのか，㌦い一∫ち1⊂ひ
の処を，代藏員宜：たは役員としてこ川品下さいました“よた　　　、迫してレ貰いり撒した。ll｜すヒでイ諏く川・‖法人け公益U、人

各支会瓦，顧問，相訣役のノパをはじめ，地もとの多数会U　　てあり，かつ会員のノこ費レdか力、’）のがたソに，7’いL，，1いト

も，フ）陣を排しご参加下さ⊃て，今1」の総会を1このように盛　　　のて他に財源がぷめられない限り目『こn　人・人が’、」甑納人

大にしていたたき士した二と川誠に1‘1ばしいこヒてあり士し　　のL冒「を果していただく〕、り他じ九ノ、か∫川いのト（ありいい

て，ひとえに回校愛，同窓愛に充ら‘益」したiWぷのこ熱誠のあ　　　何レ，かこの1！工に“⊃いて，卜分りll、hll能（ノ）［、いフ川ll恒きつ｝戸卓

らわれ｝こほかならないことと，この一Lなく心・強く，感1棚にノこ　　　いたたこノこし・と思い］二寸，

えない処であります。どうカ㍉この一日を1司窓会のuk案のこ　　　　らてイコTB恰も役員改）’；；川1二あたり1、ト］ので，，二九しの’｜1、

とはもとより，母校のこと，職業や研究上のこと，友人・こ’お　　　花も1き慮して・イノiらしい酒をいれるにバ・さわしい川しい吊阜’：

互二の家庭の消息などにいたるよてフll時間ながら心り）＜㌃て会　　　を作　・てm＜L㍉1（’川1に役日の吃弓’ぴ｝：加い1たい㍑巴［〆，

談され，艮も港義ある・・日としていたたきたいと存じ］㌔｝一。　　　「づ。

　さて木会としましては，続いて会務服告にもあり＞1、すが’　　　終りに・イ〈1にの「川絵‖・↑この品Lに；；いト・・母｛ぺ　1曲

の1年間，庶務，会引，をはしめ，萌静，会報，1ソ生，繊ll「　　こことて創僧したL川繊『ll引・’7：15％興絵の第・回の～、、、tパ当flな

科学振興会そのほか，拍当理事，幹事のソノ々，そして事務局　　　われ’1う曲会の人先常鶴川シ1’1’暇がごべいなさ」しい・“㌧；｝

の不断の献身的なご協力により誤伎りのない運営6・進めて案　　　kここに口礼深く｝‘1ひにたえない処（あり：”1㌔永1い1か自

いったつもりであります。さらには1＼川θ）各支会や部会も多　　　の利学曲，技61、川llないしはfl政面伝いいて・｝｝八力ド㌣ぴ二

数聞かれ，その部反本部からも卿市，顧問，賛助員などが参　　　立派ノ£ご功績｝ま枚挙にいとドがありい1ん“今日山で栄　な

上いたしましたが，各位の一ソノならないご協力にkり次第に　　　1～〈心から」号陵ひ川し工げ！5次第てあり｝㌔

活発になりましたし，若い牛業ノヒも相当に関心を《、㍑，多数　　　　以上1∪をつぐしれヒんか，二挨拶la・の・て川’この∵□いご

出席されるようになったこと13何より心強い限りてあります　　かえよす白

　然しながら，母校にとっては，まことに多事多）：Rな年であ　　　（3）fコ誉◇人挨拶は本紙2頁」易樵のとおり柳沢奴）埆如W，川

ったと思います。後に学部］こから学部窺‘吊のご報告がありま　　　長から述べ．られた。

すが，本年4月から，一般教育は松木の教養部て行なわれる　　（4）議」曳選川｝よ事務局一任の萌議1・二よりぷ」、に山陽支会ユこ山町

ことになり，当学部からレ200余名の学生と10数名の教・「Vが　　　｛］一雄氏・副議］ぷに北信支会水ll米〃1氏が〕堂出されたパ！野

籍をうっされましたし，これに伴なういろいろの問題も起り　　ね議長から挨拶があり議事録署名に了1川1札松沢i而∴両Wッ：
ました。下曲会としましては，不亨にして，総会の氾志とは　　llと先した。（5）｛’11｛早1ギ項（1）一一股会務『艮告は川1り1則Vから，理市

相反しまして執行部も責任を痛感いたした次第てありたす、　　会，幹事会の締過報111顕セに本部古部茨員公1評」劫報告，支なの

さらに両・三年）聴案の蚕糸教郁姑の1旧題け，人学としての　　活咽人況および部会活動について・☆員の」刷・公費納ノ人状

問題とは申せ，現在日木の国をあげての問題でありtすし，　　況恨告があった・（2）蚕糸投育改∬；問題の経〕口服告山1－1理ぷ王、

一般の教育者や，学生などよりも同窓生や，業界，地元の人　　から別揚のとおり服告（3励静部『11告け川理ll波∫こか↓ンの助品

々の関心のカが一層深い事拍であります丈に，事が‖i弛でな　　　級告に加えて直按会目が市筋」，，）に動静Hl告あり良い傾向て‘o

いのはやむをえないことと考えられます。そして未解決で，　　る。励静の1「確を期して者簿発行について考胞している、ω

あとを引いておりますが，今呑までの事↑｝11は会報8月男てこ　　会1｛〔部報告小林蘭一班1卜，5∫L8月・11月・1月・3月の

覧願えたことと思います。その後の期拍につきましては，学　　　5回允行予冗である1会費の閃係て発IJ回数を」｝‘1寸ことぱ囚

部長からのお話しをお聴きとり下さい。今日まで，この問胆　　　難である。記事について原稿を寄止られノこい。（5）P∂生部湶告

について陰に陽にご高慮下さった方々に1：蹴に日く心から厚く　　酬美明理事北佐久郡御代田町θ」酬ゆ’棚1状‘兄と今後の利

感謝の意を表します。　次に本Uの総会は議題の通りで，と　　川を希望，なお楓ll周脚こイlfl叙線弧り1E門δ♪蛆曲したのて

りわけ変った問題はありませんが，最も心に懸る蔀がらけ木　　　…応備r∫11施設はととのった、，㈲母枚火災復興☆企について川1

会の財政の不如意な事情であります。すなわち毎年のように　　田理事報告学生職員1？生寮施設に使用したらと七えたが’」｝↓

何かの形でもち出され，しかも未解決のままにUされるのは　　しないため・現ぞ日19人3，867，794門支出494，363川λ．引3・373・

会費納入の低率なことてあり，これは今後，本会の右亡にも　　431円を膓L期預金として保伯している。（7L日ll硫瞬t学振興

かかわることでありますので，事業言1画にせよ予算審議にせ　　　会コ］某，北条針」卜理事第5匝1研究助成事業け5・名の∬戊1究員に

よ，この点をクロースアソプし焦点を合せて而議していたた　　　助成した。学会講演会は繊鵡ll”1㌢会繊訓r業化’f’刊創立25迎年

きたいのであります。本部も支会も，悼部の一一力ならぬご努　　　特別講演会をi｝ljfw本年は五℃糸学会ll訂部支部研究允太会，繊1｛｛

力により非常に納入率の高い支会もありますが一股的にはか　　　機i械学会ね越支部｛り1究允ム会が開催さ］Lノ｛こ公からそれぞれ助

なり低率であります。一・山，会はマンモス化し老令化するに　　成金をi交刊した，次に研究表彰は今∫ε行わ膓、膓・りたが本｛iは

っれて，貧」血1症にかかってまいりました，，5．000余名の会員　　『「曲公から侑｝ll～か必ったの〉ζ振興でこlllJ成∫・Hで∵OI4；査し，」Ψ
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‘｝！会て鶴田与ヒ可所｛貨を第1回研究受↑↓者と次定しノこ。本［この　　　者もあるのて関係力面に1Eしたことがある。

席一トでつ父いて表彰人を有うことになっている、，　　　　　　　　◇；r野村議瓦　外に｝質L〔あり雫せんか第2㌦膓畝案は1爪i東どお

かくてノ〈似式のあと・同思い川の㍗囹において記念撮影にh　　　り次定して宜しいか賛成決定。

さ士りノ1前の日程を終了した、　　　　　　　　　　　　　　（8）会費の免除剤の規克について癌城支会捉案
◇イ「lllr刊議」こ午后11111から議案’d；議（1）昭才ll40年皮歳入歳出決　　　◇白1い1｝務1、1）会費の免1除制については第22回托会において内

∫；1についてL不’占町川川当」【劇∫から別掲（イく『1〔10∫〔～）の決　　　川て〃と，Lし父行されているn会費40向完納すれば後1降免除と

／；1内宥について遂一II畑リ1があ・た。　　　　　　　　　　　　　　　なる例えげ今迄に1‖』企を納めた会nは20回分会費『内入と見

◇ll野｝jぷ↓Ji；∴Trll乏11tを1卯い土す，，飯川一・郎｜；｛；小から，1Ul　　倣しあと20回分納人すれ｝ゴ会費免除とたる，，現在40回完紬し

2111中，1，、1，山lll・lr，飯川の3名の1；問1に〕、り】「｝｜1細ノ」：1；；∴香樹］な　　免除とな2た会員け77名あろ。多W木会発展にご協プル・’1こだ

りた兇常けなか・た・附’llい1｝項として牡別会ilは楓、li力伽覧舳　　　いた会日に感謝すζい

lh～に使途し’1「業｛llけ少なく残額46，1641∫1を　・般公ilに深り人　　　◇llll1∫村議長異歳がな｝戊れば（4）同枚火災復り・1↓i資金について，

れてこのW別㌘1llを1允」る、｝、うにδ∫、」1が」リコた、　　　　　　　　　！た城支会，東京支会，上小：支会の3支会捉案を’rl；1亟したい。

◇ll野村1㌦上㌔質妓1よないか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇茨城支会り（災興御資金の使途を木部で考えてもらいたい、，

つ荻原顧川P的て「部分林収入の分配について営林署とTll【1会が　　　　戊占ム金に～λり入れそ・の兄’ノこてオ＼支ぐこの1滞初に：｛りてることも良

3：7いごう〉’∴llし，　・二∂）7㌧陥り↓｝こ「川｜フ＼，｜こ；；㌃r’（1～タc　5：5｝こク〉～｝111　　　1！・。

一］＾るのてけないか、、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇力小支会千曲会会rllに繰り人れ利息て木公述1伝㌘〔金として

◇町川∫Wlその通りてあろ1日し学部に↓†必要備品を宵1｛日掠拍　　　爪発な事X括勒をしたい。

〕一ることにな・ているn　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇上小支会両支会と同様，就職11ピ『旋1］業吋に仙川したいc，

◇lllfll顧川楓＞ll小ll川判けい，）たんlll、本財））1から生・〕㍉～果り、と　　　◇！llf口顧1‖］　千曲会てllξ1抗扱っノニものでないから伯単にはい

して受入］しこれ五一・般会lll｛81」1刊川れ扱にしたソノが宜しいて　　　かない。〕甲事会て仙途をけかり，冑1（f］～fに通知して承認をう

けないか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝戊る必要があみ。

◇111r川1甲1｝ぷイ〈財，｝fから生する果実としピ0）扱いとする．1日　　　◇川賜支会，愛知支会次行否貝会の了解を得る必要があ～5。

別令‘ll’残額46，164Flを　般フこ，llに繰り入れ・る」：りに1ザたい。　　　◇猪坂相訟役　募金の利了を繰り入れるのも筋がちがう。ノ〉・

◇川町ll議1、けβ・りy‘1日kなく爪認決定しノニ。　　　　　　　　　　　後の予備金として保存すべきH質のものてある。然し，見職ll咋

（2）昭和42イll夏歳人歳出予算にっい℃’日硫上兀，　lll川Ul「川是案　　旋｝｛llへの資企として仙川するのも良い。

11兇明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇山r日lll叩長　1尚礼弓・は立派に川入た。“；㌦少会館はどうかと

◇江町IJIlk長　質玩‘句りh1んか。　　　　　　　　　　　　　　芳え，あと埋賄会に一・任された。回窓会以外の寄附金もある

く）神劣こ川支会　会31部1入増強にぱ☆員の動静を］E｛1但こ知る必　　火災に汲された形てあるから1｜1］窓ζこがなんともいえない。

要がある、そのためにけ略叉時に各クラスにその了i任者をっ　　◇mN理事　；；ξ放職員学生後艮会ても拠出しているのて他の

く　，ておくこと．会費納入について支会に入れζ，人と直送す　　　方とのリミ冗とにらみ合孔てからしても良いのでしばらく棚上

る会員があるこの処理をどうするか。支c婬会に川席さ九｝3　　にしておさたい・
先生を会合山に通知てきるようにしたい。　　　　　　　　　　くへ町ll顧問　現事会一一任にしてはどうか・

◇m口卯了1噌業時にWIE者を次めることはそいてみたい。会　　◇II：1目1」議↓、叉IIヒあり撒せんかネ芹こは理彗1会一・任｝こ決冗し

費納入方法は支会と連絡をとり行っているが∫Eに緊密にした　　　よナ。

い．支餅書会に間5の先・kは支会の鱈1に従いたい。　　◇就脚轍部（仮称）の灘について⊥小支会提案説1明沖
◇　川班胎琳音肺鋼o％あり．支会てのζこ員把握が円　・怖層例了棚妬正点をおくとともに∫ll進の道を広げると共

品てない場合にけτ13送となる，年一回支会に納入者を通知し　　に身上加談竿の機関を三儂けてほしい。

ている、、本夏から千曲会ll1に会生ξ納入者名を掲載している。　　◇山日珊事長　征来4・「別活動資金によりそのようなこと乙行

◇関1卿会員酬脚及ってみてクラス責儲刎胎も数年　って来たが提案に賛成・
たつとその人ても無理刎胎が、ぬ∩　　　　　　◇蒲生顧問縣に賛成・訓鰍II胸川1を・馴火災酬ぼ
◇1｛弓佐久支会　旧い会員と新会員との納入右割合はどうか。　　金を～舌用すべきである・

支会総会に多く江ることが人切てある。1、野県の場令会員で　　◇猪坂相談役単なる就職斡抗という狭i£的のものでなく，

繍が多いの噺しい勾1元僻入の機閤が乱い、，　　　斑躬｝の安，斑広く肺拙来るようにすべきである・名称

◇1」二酬議」、故会てTl三1順楠が1昧ているかどうか採　はりよい1呼称瀦えるべきだ・　　一　．、
決したい．100％TFFは会3支会，70％が多数。　　　　◇周袋高1鵬£1こ［澱に身の振り力について楓漏一る脚1が

8鰐懸会嫌艦耀㌶謡㌫繊あ1麦罐㌫猟謙雛撒ζ漂ぎ≧の1・
通知する。碑業坐の内に1洞窓会に椰1心の会∫ユがあるが　一切を理’絵にメ・いて応けることにより承認して宜い療

麟套耀蹴㌫、1服，てあ。．瓢嚇1ぽ≧‖蹴…・・轍会，兵嶋…、城蜘

瑞㌶霊認品銚；。い．　　　　　馨㌶劉摺訪懸慧㌻舗；艦認熟『

提耀鷲翌ぎ；ll鵠』』篇1欝㌫；篇集　31躍薯㌫籔書；奪三ξ1廉蒜舗よ魏㌫曇

麟懸㍊蓑撒鑑慧三袈；芸蹴↓鴫麟訓1　蒜㌫膳任・∂・定・て
教員の身分］雄阻につとめてほしし・・酬会髄僻問ド1勺　宣しいか異・はし・　，

㌶㌫；諜力織㌶膓㌶輌保有聯瓢つ蒜㌶鑑融員の改避脳。て
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いる・理事について学内は鋼一ぎるので学内理蔀を減らすご　　昭和40年度社団法人千曲会歳入歳出決算書

灘難㌶・芒讐　陰；㌶瓢瓢　≧㌶念、，　1：灘纏
ればよv、。r @　　　　　　　　　・・引残剛御4141鋼拠金　　78・7161q
2零漂ξ学i継捲芸舗ξτ認漂漂麗＿．竺1〃豊耀㌫・1竺魎1，．山㌧避

組織をっくる方が良い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歳　　　　　入

麟難．理陣：贈外から馴こ幽の状蛎見三…≡「黍藩壇渕1三じL泣亙巴
◇江野村議長　選考委員を挙げて腿出してはどうか。賛成な　　L前年度繰越金

ので次の11名の方に選考委員として別案で委鼠会を開いて選　　2．会　　　　費

出願いたい。愛知支会小山田峻，福1嚇支会安部和，東邪支会
斉藤義臣，神奈川支会高橋英，群燭支会別勝弥，山陽支会西　　3．入　　会　　金

纏磯辮欝漂；総謙職蒜㌶禦・継財酬子
漸欝瓢　㌶懸蕊1鍵警鷲：蕊㌶？剛言鞭酬
エ門，井沢謹　：，汀ll．刊寸一雄，江口1¢「雄，飯1．1］一郎，　Z三川博　　　6，1～ll…　　収　　，入

力印原秀次郎，i笠属IE己，香山沽和・杏捌久雄，小林．：郎　小　　　1）広　　告　　ホ1

林i］1仁一，小山長雄，竹内鞍吾，田「二1玲，川中茂光，ラ：↑1｜紺・臣　　　　戸

関i朕，土轍雄，篠原ll召，杉山一雄，水。米±lf6・永井千浩　2）印　不｝1
西rl　Il三…・，北条1了正，松沢秀二，和田｝野，「1戊1要範，監事rll　　3）普通予金禾ll子

、1’ x，田∫田博，坂口育三三，北条五郎右工門，山崎寿。　　　　’　4）右簿売上代

253，132

665，700

7Y，600

91，875

15，050

98，983

18，800

；1灘£漂灘認㌶；6、2㌫。、に撤．5・〕・1・　入・・25・

◇江野村哉長　1唯今委員長の発表した理1蹴1事のとおり決！三　7．寄　　附　　金

して宣しい力全貝L《成可決汐ξ矩。鯉事五避による新理三1｝：」・に　　　　含　　　　　副’　1，202，340

50，00

850，000

0203，｜32

80，000

90，600　　1，275

20，000

225，900

67，000

　　　　　1〔10

7，43ε　　4，300

66，500．　150，000

　　　　4，500

　　　　1，000

　　　1，3171500

3，133

い750

184，390

2，400

4，950

120，017

48，200

　100

83，500

1，000

115，］60

新入会、戯

　194タfr
貸付信詑
：金銭儒∬c

川話債　ご

楓荘利用
件数16件

会判llム告

鮒広告

会員名簿
代
絹糸の構
造代

は小林運美氏，副理覇長に田口亮平教授，同問袋忠右工門氏　　　　　　　　　　　　　歳　　　　　　出

㌫鰐欄蕊三縣欝鱗。鰍、馴臓の⊃｛…可繍駆㌶己「・k］flぴ叩

il簸灘藤黙1驚l　i辮li，＿㎜
して1フ5円を微収することについては昨年の総会で審議され　　　4）役員会需i用費　30・092　30・000

たが理事会で継続審議に決定。（2）蚕糸教育の改諮問題につい　　2．事　務　所　費306・890380，600

ても昨年来の議案であるが畑事会で継糸審議に決定。（3）女子　　　D給　　　　料180，000180，000

会員（教婦）の会費を値下げして会費を完企微収することに　　　2）傭　　人　料　12，300　40，000

ついては◎愛知支会現在の会費の適誕漣検討する必要あり・　3）旅　　費48，19063，000

竃竃灘灘灘i曇纏ぢ＝纏鮫際ξ　151；1
◇愛矢岐設会長の努力蜘で会費徴収の可能性がある。　6）｛　　品費4・36015，000
◇江野村議長　愛知支会の方向に進めてゆくようにいたした　　　7）消耗品費　12・962　20，000
し、。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）会多愛集金4t　　25，110　　31，000

＾（4波会の区域について，竜川支会から上伊那の一部を諏訪支
会に編入されたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9）通信運搬3、（　11，553　15，000

蹴麗ξ。竺≧瓢；《鰭オ甑蜘1：1・）雑　費12，80・11，500
午后5時全・程を終了噸忠右工門副理彗r長の』・と刷業費1398，464424，9。。

ばにより第27回総会は無事終了した。　　　　　　　　　　1）会報発行費333，309364，500

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）編　集1費　　4，000　10，000

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）印　刷　費

　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）送　　　料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）需用費

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）1⊥㌔　　　片反　　　茎2

糖鵡鰍の・蹴官洲・ll茸さ漏ことにな・烈りぷ矛芳膝議費2。3，37218。，。。。23，372［…藪・1・　▲l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o51：ll／i糠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　l　i32，510β8fう

921

@！
73・710［

　　　　臨記給料
　　　　　

i瓢饗藥

漂
　　640i灘｛

　7，0381

・8go

8，700顧曇会員

26・436i

l30’8911

6，000i

　　　i肱152～

3・447P裏蹄話

　　陪・・絵

㌶il；：：1川1，32、i2己22°1－

・．・0・14，0・・ll｜1，0・oi㍗・悔

　　　　　　100｝　　　　l　　lOOl
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・）舗幾1

　4）講演講習諦費

　5）研究補助費

　6）調　　i査　費

　7）慶　弔　費

4．厚生施設費
　1）備　品　’費

　2）管　　理　　費

　3）光熱水費

　4）公租公課
5．基木財産造∫灘佐

6．会費納入i交付金

7．予　　備　　費

　合　　　　計

50，000

7，007

7，848

26，348

　9，848

　5，530

10，970

77，600

100，950

10，000

1，123，624

50，060

　　100

　　100

　　100

拍，000

44，500

20，000

11，200

　5，800

　7，500

80，000

187，500

20，000

1，317，500

6，907

3，470

100

100

2，152

18，152

20，000

1，352

　270

発行準備
鍛

会員必籠　　　　　　　　　昭和40年度厚生事業収支報告

2，400↑94fヨ分

86・550　寸金工

10，000

193，876

理

髪

電気料　　所
ガス代
固定資産
税

26支会交　た
イ

　　　　　ば

　　　　　　昭和40年度基本財産状況　　　　　　　〉
　　　　　お　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　コつ　ア　　　ハ　　コ　ぬコ　　　コ　　　　　　　　ロ　　　　　し

　　胸・胴川郷1雌61管状況
間定資巌　　1，114，600円

不動産　川14，600

二上　　　　1也　　　　　563，550

菱垂　　　！1勿　　　　551，050

収　　　　　入

項　　　日　　金　額

前年度繰越金

調　髪　代

合　　　言1卜

前年度繰越金

売　上　高
乎　数　】…：｝

雑　　　　入

合　　　計

　807
78，000

78，807

　　144
1，685，145

　31，366

　　238

流動資産　　1，189，381

1，716，893

支　　　　　出

項　目金司備考
事　務　費

消ほ品費
氾　　気　　料

借　　家　　料

雑　　　　費

合　　　計

…星…　フド　金　　　1，189，381

食　　　 i‖亀　　2レ303，981

仕　入　金
迎　搬　費

手　数　料

組　合　費
4惟　　　費

事　　務　　費

合　　　計

　53，000

　5，112

　10，572

　6，566

　2，559

　77，809

L596，292

　4，140

　58，111

　2，860

　3，575

　51，000

1，715、978

　　　　　　　　　　　　　　　　　差引残高　g98円（理髪ノ及び915円（たばこ）は11召和

灘操北佐久甜直‖代田田∫大等：草越　　　　　　　4国渡に繰越す
字向原119の35　　　　　　　　　　　…………一’…〔　…一…一一……一　…一…………一…　……M⌒……一一

663坪（昭弄1137年12｝］4嚇己溺）＿＿＿懸題．鯉工婁聾蛋．一＿一＿
木造∫隊建醐；12，5坪　　　　．一．＿＿＿＿＿＿2匿＿＿i㌧＿＿＿＿＿．＿一．一

謙騰ll騨》ヒ竃鷺ll∴麓　；1灘

　　　　　　　　　　　　　　　　合　　言卜　　3，652，847　143，283　　71，664　3，867，794

項　目収∋支出已在司‘隔　　　　支　出
基

本

金

前年度繰越金
本年度利子収入

本年度積立金
通常会計繰入金

合　　　　計

1，］11，688

　91，875

　77，693

｜，28｜，256

91，873

1，189，381

細39嬢140餓1曇11・』1合計備考

会議費
旅　　費

傭人料
　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　支会募金
昭和40年度特別活動資金報告　　　　　　　　　支会費

二三一二天…「旦＿＿里　篇曇
項　目1金釧項　目1金額瀧品費
前年度繰越金
寄　　附　　金

　　利　　　子

合　　　　計

240，9｜6

1M12
252，028

就職斡旋委員会費

旅　　　　　費

募　金　経　費
　合　　　　計’

　　　　刹i　費

5，240予備．費

　　　　合計

25，950

39，210

　5，了50

300，480

49，170

28，200

　7，670

　4，743

16，150

17，040

461，｜73　　33，｛90

42，100

56，250

　5，750

300，480

49，170

28，200

　7，670

　4，743

494，363

総会費

総会旅費

5，240　　　差引残高　3，373，431円は定期予金3，002，369円・学内

差引残高　246，ラ豆面ま昭和万硲度へ繰越す　　　　『一　　　＿，　　定期369・674・普通予金1・388円ととて保管

昭和40年度千曲会菅平部分林管理費報告　　　　　　＿　　　　　＿塗員名簿発行費会計報竺．

項昨蒜「目1金額項＿目139轍惨酬合計
収　　入i支　　出　　　　＿収　＿入　一

Bi丁年度繰越金　　　　了3，555　　　調　　　　…査…　　　費　　　　　　一

雑収入3，929管理人謝礼　一
利　子3，929
合　　　　　　　言十　　　　　77，484　　　　合　　　　　　　言卜　　　　　　＿

差引残高　77，484円は昭和由年度へ繰越す　　　　　　　　＿　　　　＿

補　　助　　金

広　　告　　料

名簿売却代
利　　　　　子

　‘合　　　計

　日0，000

　576，400

　351，075

　2，753
｜，040，228

50，000

51，596

　1，137

102，733

　160，000

　576，400

　402，671

　3，890
1，142，961
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支　　　　　出　　　　　　　　　　　　　3．ll　業　　費

項　目　39年度末14・年度末

編　　集　　費

印　　刷　　費

通信運搬費
支会手数料
消　耗　品　費

一般会計繰入金

　合　　　計

30，705

460，000

51，662

153，950

27，483

250，000

1，680

1，590

66，500

合　計　　1）会報発行費

…一一一一一一一
@　　　（1）編　集　4！亡

差，醐g9，391円、綱，、1轍酬1’°43’57°・・㍑鋤ll！llll

－一 @　一　一……一……一一一……一一　　　　・一　・一．一一一　　　5）周　望C　費

　昭和42年度社団法人千曲会歳入歳出予算書　　　6）鷹　川　費
　　歳入予算額　　　　　　　　　　金1，485，500円　　　　　4・厚生施設費
　　歳日Ll予第t羅｛　　　　　　　　　　　　　　　　　：¢：　｜，485，500111　　　　　　　　　　1）佃i　　】｛占　　　《1亡

　　歳入歳出差引残高　　　　　　　　　な　　し　　　　　　2）管　理　費
　　　n葎｛矛1］4141三1｜」：1231：｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）う覧　舞8　zk　翌モ

＿．＿＿＿坦懸杢型1鯉｜限凡肋三．｝タ’郎　　4）公租公課
　　　　　　　　　歳　　　　　入　　　　　　　　　　　5．基本財漉∫口成費

32，385　　　　　　　（2）1三lj　」1111　墾｛

460，000　　　　（3）送　　　料

1：；：；器　・嬬川費

27，483　　　　　2）IU　　 ‖反　　 i｛量

316・5°° @3）㊧》欝

項　　閨1李撒縣犠レ川、班、．

1．前年度繰越金

2．会　　　　挫

3．入　　会　　金

4．基本財産利芋

5．力屯貢隻　イ吏　∫目　】斗

6．広　　告　　料

7．雑　　収　　入

　1）普通予金利子

　2）名簿売上代

　3）雑　　　入

8．寄　　付　　金

　合　　　　計

60，000　　60，000

11045，000　990，000

200，000　200，000

114，300　100，3了0

20，000　　20，000

35，000　　50，000

　10，200　　29，130

　5，200　　4，500

　1，000　20，000

　4，000　　　4，630

　1，000　　｛，000

｜，485，500114501500

55，000

13，930

700

15，000

18，930

備　考　　6．会費納入交ll・金

　　　　　7．予　　備　　費
．！㍑ll　．〈．。一…止

353，400

288，200
　　　
　3，200

121，000

150，000

14，000

10〔1

50，000

　　100

　　100

15，000

36，000

　5，000

14，000

　6，000

11，000

200，000

219，000

　20，000

1，4851500

333，200

253，000

　5，000

138，000

100，000

10，000

100

70，〔100

　100

　100
10，000

45，700

18，000

13，〔〕00

6，200

8，500

200，000

208，00〔｝

　20，000

1，450，500

20，200

35，200

50，00〔〕

4，00〔｝

35，000

5，｛〕叩

1，0｛〕〔〕

2’50〔〕i

1，800

17，〔〕〔｝0

2｛boo〔｝

19，000

　630

〔1，7〔〕O

l3，〔｝0〔〕

2〔〕0

11，〔〕oo

　　i

35，000L、　．

4．500甜；

411】1

封伯，ア
テナカ岬
ド

純［】～1即

料1外

囲フilむ産

脱
200竹
（1．90〔〕－i

190）x
150＞（〔〕了

鍋1　昭熱年度財団法人上・繊維科学摘会歳嬬鰍繍

櫟諾　≧lil穣　㌶：！‖｝1｛

楓荘　　　歳入歳批濃引残n　金100，726円（昭和斗国…度へ繰泌）
延100人　　午一　　　　一一一一………一“’“〔………「「『旧「“　1mF「『げ『　「岬’…

年賀，暑　　　　　　　　　　歳　　　　　入

隠鰍…預…一「ヨ下爾・碑ll緬1漏i∬1備氾

　　　　　L前年度繰越金

珊　　］　・繊繰蹴
　　　　2．悲本財産利子
　　　　　　基本1け産利子

　　　　3．雑収入
歳　　　　　出　　　　　　　　　　　　　二

当座予金利子

項…ﾑ鴎舗纏陣厄「戸。，∴、‡
L会　　議　　費

　1）代議員旅費

　2）総会需用費

　3）役員旅費
　4）役員会需用費

2．事務　所費
　D給　　　料
　2）傭’人　料

　3）旅　　　費

　4）役員交際費

　5）賞　　　巧・

　6）備　　品　　費

　7）消粍品費
　8）会費集金費

　9）通信運］般鍵是

10）雑　　　　費

110，000

20，000

100，000

30，000

397，100

210，000

10，000

100，000

10，000

　　100

　2，000

18，000

260，0001250，000

　　　1

15・009　・

20，000i　15，000

　　　
12，0001　1b500

100，000

　35，000

　85，000

　30，000

393，600

180．000

．40，000

100，000

　15・000

　　100

　2，000

　15，000

　15000

10，000

10，00q

15，000

合　　　　計

70，000

70，000

244，800

244，800

　2，100

　2，000

　　100

　　100

163，099

163，099

244，9了0

244，970

　ち770

　1，η0

15，000

317，000　 409，839

　　　93・099i

　　｜
　　マ　
　1∫Ol

3，500

30，000

30，000

i3・000

92，839

50人　　　　　　　　　　　　歳　　　　　出

1　330

淵
一゜°

項　　目已獺

張本財籏

10人　　　　「”1　　…　…内……～……………
1・事　務　費141・400

　（1）乎当及0ミ方焦9艶　　15，600

　手　　　当　9，600
旅　　　　費

5臥　　（2）需刑費
消耗品　費
通信迎搬費

雑　　　鍛

3，000　娯費　（3）会議費

　6，000

　9，800

　4，300

　3，200

　2，300

16，000

16，000

270，000

1決算剛⇒減i但考
39・1131｛2・287｝

16⑭・0い6・：・・1い・名

15・480i　戸20
　9，600　　　1

　5，880　　　　　｛　　｜201

瓢　閲蜘～
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　（2）学会講演会1費

3．予　　備　　費

　　予　　備　　費

　合　　　　計

110’000

　5，600

　5，600

317，000

110，000

309，113

5，600

5，600

7，887

，繊維学会　　　　　　　　　　　歳　　　　　幽
日本気象　　　　　　　　　　　　　　　　　，。　　　　　　　　　一一一一一　一一

繍業．翌　∋撒離劉・肥・剛ぽ
鵠禦藷1・事　務　費
演会　　　　　（1）乎当及び旅費

昭和42年度財団法人上田繊維科学振興会歳入歳出予算書　　　　　乎　　　　当

　歳入予勾：額　　　　　　　　　　　金322，000円　　　　　　旅　　　　4駈
　歳｛ll予鋭［省頁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金　322，000「「］　　　　　　　　（2）1‘，｝　　　∫TI　　　費

趣桝捌廻i．　．．＿竺し　．．　消耗1罧1
　　　　　　　　歳　　　　　　入　　　　　　　　　　　　　　　通信迎搬費

．．竺一＿＿1ヨ」醤覆i蓼繍い曽＿竺＿、　1断　　雑．　費

1．前年度繰越金

　　前年度繰越金

2．基本財産利子

　　2～i本財産利子

3，郷i　　収　　　入

　　予金利子
　　雑　　　入
4．；守　　　1；付　　　金

　　寄　　附　　金

　合　　　　計

75，000

75，000

244，800

244，800

　2，100

　2，000

　　100

　　100
　　100

322，000

75，000

75，000

244，800

244，800

2，100

2，000

　100

　100
　1〔〕0

一一
@　　　　　　　（3）会　　　　1‘炎　　　　4驚

　　　　　　　会　議　費

端債券2・き｜1：業41～

翻竃゜，1，襲究1・1蓼・蔓

　（2）㍍会識演会費

3．予　　備　　費

　　予　　備　　費

　合　　　　計

44，500

16，200

9，600

6，600

10，800

4，500

3，700

2，600

17，500

17，500

256，500

184，500

72，000

2LOOO

2bOOO

322，000

42，900　　1，600

15，600　　　600

9，600

6，000　　　600

10，300

　4，300

　3，400

　2，600

17，000

17，000

251レ500

181，500

70レ000

27，600

27，600

322，000

500

200

300

　500

　500

5，000

3，000

2．000

6，600

6．600

謝金

文具費
切手
聯舌料

10回

研究助成
費30，000

魏
辮藷演

会3回

　　　　　　　　　　　　322，000

　　　会費領収　患禰紺麹㍑昭和當1墓㌫儲パ
昭和41年度会費及び前納会費　　　　　　　　佐藤　秀夫　　（蚕　30　　〃　）　　　　池田　俊郎　（寮　21上小）

恨岸　只吉（紡　4　東　元；で）5，000円　　　門間秀太郎　　（蚕　10　　〃　）　　　　｝翌月　ll召男　（蚕別2　　〃　）
自拳］寸　　　　希念　（学糸1　　〃）　　3，000円　　　　　　宕∬Ll　昌臣　　　（学’銭12　　　　〃　　）　　　　　　　　1ヨ田　　1碕…ヲミ　　　（紡　　23　　　　〃　　）

池内　　鼎（学化4　山　陽）　2，000円　　　ILI崎　　宏　　（学繊11　　〃　）　・　　川谷寿一郎　　（蚕　23　北九州）
＄吉坊t　　≦邸｛男　（葦｛’ξ　　11　：1ヒプL少lll）　　3，000円　　　　　　若オ木　　ち£一　　　（糸　　33　　　　〃　　）　　　　　　　　‡ln7繍　　f左一　　　（蚕　　 3　　愛　　矢1｜）

杉山　…雄（糸　16群　馬）4，700円　　．1：1：田　重男　（化　4　　〃　）　　　　石坂安雄　（学糸7　諏　訪）

小口英一（糸12諏訪）2，500円　 池田嘉邦（gi幻二13　〃）　　内海辰三（紡28東京）
i兵日ヨ　　秀弱1｛　（糸　　26　　　　〃　　）　　1，000Fq　　　　　　ネ扇田七tfヒヨニ　　　（黎ii　　5　　　　〃　　）　　　　　　　　i酉匂　　〕汀力庄　　　r蚕　　22　　鹿児・島）

1卸子柴啓由（学繊9　安　筑）　｜，500円　　　小堀　四郎　　（学紡7　　〃　）　　　　梅村　義一　（糸　1911皮　阜）

柳沢　元久（学糸12　熊　本）　1，000円　　　高沢　巧衛　　（農　3　更　埴）　　　　由井　午幸　　（糸　16　諏　訪）

昭和42年度会費　　　　　　　　　　　　　　馬場　長市　　（糸　16東　京）　　　　小松　忠宰　（糸　25　　〃　）

大工原　健（学糸7　山　形）　500円　　　榎本　健治　　（紡　13　三　重）　　　　手塚　政吾　　（糸　13　　〃　）

倉島　紀富（紡　22　愛　知）　500円　　　和田　　敦　　（蚕　18　：1ヒ　奥）　　　　村1⊥1穣助　　（学糸1　　〃　）

昭和41年度会費500円　　　　　　　　　　　山越　清美　　（化　4　北　信0　　　　小林宇佐雄　　（糸　38　　〃　）
　　天畢予　末～台　　（蚕　　g　　愛　　ク：ID　　　　　　　荒…｝ド　　　肇　　　（学イヒ｛1　愛　　矢「1）　　　　　　　安イ音　　〒穿昭　　 （｛学三fヒ10　愛　　矢ll）

　　斎藤　磯雄　　（学紡13　　〃　）　　　　荒井　郁子　　（学化ll　　〃　）　　　　金井賢太郎　　（学紡1　　〃　）

　　阿部　丈夫　（蚕　15南佐久）　　　　榊原鶴次良1｛　（蚕　4　　〃　）　　　　宮下　味次　（学紡8　　〃　）

　　前島　jE直　　（蚕　21　　〃　）　　　　鈴木　　蕪　　（学糸7　　〃　）　　　　吉野　和夫　　（紡　26　　〃　）

　　松永　省治　　（糸　37　　〃　）　　　　青木　久夫　　（学糸5　諏　訪）　　　　牧　　武司　　（機　1　　〃　）
　　里予沢　i閏ヨニ　 （学糸5　〃）　　　　　餐雪ラk　　l｜章　 （糸　26　　〃　 ）　　　　　」亘』晃　　，艮　 （学蚕i2　　 〃　）

　　Bヒ野　　　敏　　　（イヒ　　7　　　〃　　）　　　　　　　カロ藤　　隆正　　（紡　　21　愛　　矢ll）　　　　　　　沢田　　克行　　　（学糸8　　　〃　　）

　　工藤　栄次　　（蚕　27　　〃　）　　　　小森　栄三　　（糸　37　　〃　）　　　　平野　庄一　　（紡　16　　〃　）
　　新里予　　武宏障　　（糸　　21　石　　∫ll）　　　　　　　安夢ド　　健一　　 （紡　　27　　　〃　　）　　　　　　　1・｝1考司’　克美　　 （イヒ　　7　　　　〃　　）

　　阿良団卓三　　（紡　専　　〃　）　　　　今井　邦夫　　（紡　27　　〃　）　　　　ぼ木　仁夫　　（学化3　愛　知）

　　浅野スミ子　　（教　3　　〃　）　　　　三浦　正夫　　（糸　31　　〃　）　　　　堅山　幹男　（糸　37南佐久）
　　斎田　　菊〒～欠　　（学糸2　　　〃　　）　　　　　　　板根　　勝夫　　　（学紡13　　　〃　　）　　　　　　　！野沢〒0馬作　　　（蚕　　13　　　〃　　）

　　細川　泰徳　　（学糸6　　〃　）　　　　武田　昭一　（化　6　　〃　）　　昭和41年度会費及び未納会費

　　伊藤　彰彦　　（紡　27　　〃　）　　　　佐塚　隆一　　（学繊12　　〃　）　　河田　栄一（蚕　18　上　小）2，000円

　　大熊　良孝　（学紡4　　〃　）　　　　片桐　　康　（学化4　　〃　）　　細川　俊雄（蚕　18　〃　♪2，200円
　　小山　恵久　　（学紡11　　〃　）　　　　善積　寛明　　（学化9　　〃　）　　田沢　輝雄（蚕　22　更　埴）　1』00円

　　箱山　宗一　（学紡11　〃　）　　　　尾藤　省三　（寮　10　　〃　）　　堀込　完！「（学蚕7　静　岡）2，800円
　　小泉　孝雄　　（学紡3　　〃　）　　　　田島　信雄　　（化　1　　〃　）　　小林　正治（学蚕3　愛　知）　2，000円

　　猪瀬親二　（蚕　11栃木）　　　　田村義隆　（化　6　　〃　）　　一r沢英三（糸33諏　訪）3，700円



　　　　却叫が　　し蹴・別れ搬つつ・胤…，。罐Z糊灘蕊、酬。、、，，，

　　　齪離会だより　、本会記事　。瓢鏡曇補繍罐蕊懸
噺叩年度千曲会鹿児島支会総会は色　　　常任理事会開催　　　　理事出膳，

々な都合でのびのびとなっていたが，12　　12月17日常任理薯王会關催，出席は小林　○北信支会県庁干曲ジき｛2月2日開催本間；

月3日午後3時から鹿児島易居Ill∫夜明寿　運美理事長，田口亮平副理事長外弓ど内企　　　から小林間一」膜び，田rl1茂光理事出」6・1

司で開催された。　　　　　　　　　　　：理事及び上小支会から香山沽和，井沢喜　○諏訪支会12月4日聞催本部からlI・沼茂

　幸天気に思まれ暖かく出席者多いかと　　三，竹内善暫・，田口玲，西沢正一一づ斉藤　　　前理．1］：｛：n席。

　　∪4）　　　　ノレら．　164　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千　　　　　　　　曲　　　　　　　　会　　　　　　　　報　　　　　　　　　　　　　　　　　　llr｛」日42イド　1　戊・1　1　r｜

中山　鑑一r蚕　3　茨　城）1，500円　期待していたが9名し力見えなかった。　魂l／l£の各ヨnl申1及び1〕ll理：！1｝1長山「1教授・学

寺島　雅彦（蚕　13　　〃　）　700円　総会開催を促していた安田兄は上京のた　内Ill∫理事出席し事務引継ぎ及び前の総会

生天目久平（蚕　25　　〃　）　700円　め，岩切兄は激務の最盛期で宇都’『，酒　で審議を瑚軍会｝こ一工任された～1噸

影LLI　剛（蚕　33　　〃　）　　700円　匂，岩崎，小島，新任の片粛宋江〔場原　（1）本I　lり］劇1・事脇分担（2同ご部古部宏員蒙嘱

永井　保郎（化　4　　〃　）　700円　料課長は何れもイ：｝二事の都合で出席されソ℃　（3）評議員の推薦（オ紙15頁劉1｛0（4）PJ：核

金井　節博6蚕3　　〃　）　　700円　かった事は残念であった。併し新会員の　火災復興資金については’1ξ部の計illli　lll｛合

　　　支会だより　　；鶴欝蕊鷲ζ2謝羅煕：ζ懸《）》蒜蒜蒜織蒜1㌧ぽ5

軸会愛知≡開催さる潤㌶三露職課、れ酬、「㌶；継劉臨、罐i蹴

生37紗饗した・吐・n1に騨1・繰でよ吐・噛お。汰に酬［1いするから，脚・カ・烈に顧脂ぱ仏学科：・ぽ蹴

灘纏＝蛤酬‖1‡三是；縮三・請けざ・をえ渓繁鋤蒜！蝦轡
鑑‡灘＝撒》鐙烈ミ縫i・瓢慧憩1・麟繊撫1蕊讐ll聯灘議
竺醐1寺代狸い1璽・難喘躍寄贈さ9、綱、鍬だけ別｛！閲酬iすぷ劇衣頼じ醐人岬lrll，ぱ服，

難欝灘竃縁｛藤藷1織ギ灘撫三；1：ll：1

　現代の嗜好品rl謝題のクルミ栽培唯一の指針：i！コ

　　　農文協特産シリーズ7

町田曙「クルミ」一つくり方の実際

　　　　　B6140頁　定価200円　〒50円

　　　発そrf戸斤　刀t荒τ者1～港1Σζコヒ下n⊥12－12－9

　　　　　　　　農山漁村文化協会

　　最寄の轡店でお求められなかった方は本協会

　　または著者にお申し込下さい。

讐1！鞭　⊇の百貼i
〉

上．．中．⑧信噺咽鰍



昭和42年1月1｝］　 千曲会報　　、旭．16405）
　　　　社団法人袖餓員（41．11．23己5（選）　欝1綴蕊蕊劉認騨1驚
名誉会長　1名　柳沢延房　　　　　　　　　　　　　　　　　金丸　昭明　　鈴木　　薫　　山木　　繁　　飯島　貞雄
願　　問　6名　蒲生俊興，倉沢美徳，八木誠政，野口新太　　　百瀬　丈雄　　桐本地憲男　　高品苔市郎　　藤井冨美男

　　　　　　　郎，荻原清治，山口先次郎　　　　　　　　　　川合　久午　O川久保　元　　伊藤　二男　　榎オミ　健活

：相談役　10名　高木三治，！呼崎清，橋詰炎雄，猪坂直一，　　　遠藤　恒久　　安井　健一・　星田　　磐　　北沢　茂樹

　　　　　　　有賀文維，伊藤競，田城博，小官lll太助，　　　大谷　隼人　　浅治袈裟男　　’宮下　　力　　田中　宗一

　　　　　　　鈴木教吾，ニヒ屋茂一郎　　　　　　　　　　　　　笠原　義昭　　母袋　健一　　1⊥1浦　二1’き二　　柳沢　市登

理Fl却長㌻1名　小林運美　　　　　　　　　　　　　　　　　　イノ膝　憲三　　羽場　清人　　高橋　国清　　宮坂　啓象

副理事長11：2名　田口亮平，母袋忠右工門　　　　　　　　　　　金田　　久　　佐々木認久　　中沢　　賢　　鈴木　基泰

理裟：事憲30名　井沢喜三，石リ川悟飯田一郎，江野村一雄　　　知！呼　光仲　　小泉　封道　　田κ、5信雄　　萩原　秀治

　　　　　　　笠原JE巳，香山清和，加藤秀次郎，沓掛久　　　　柳沢干代茂　○小山田　峻　　佐藤　雅久　　今井甲子男

　　　　　　　雄，小林爾一，小林三郎，小山長雄，斎藤　　　　秋山　昭夫　　松本　　昇　　三不；　賢　　清水　　況

　　　　　　　龍臣，杉111一雄，篠原昭，関博夫，竹内糖　　　　欠彦沢沽允　　林　　利一一　　矛日田　良央　　小笠原翼次

　　　　　　　吾g田n玲，mlll茂光，土屋幾雄，永井千　　　　林　　負男　　小松　好人　　高沢　弘明　　小川原祥興
　　　　　　　治，江「1陥雄，西沢JE－・，北条借正，松沢　　　　白井　涯芳　　」三谷　　実　　青山　間生　　戊1「1；1正行

　　　　　　　秀二，フk口米雄，和ロ情，白井要範　　　　角田　定　中沢う苦夫　岡田　純　柳沢幸男
監　　事　5名　111島退，町川博，山崎寿，北条コ∫郎右ヱlll］　　　美斎沖：利」∫三　関1こ1　党　　橋本久之助　　保科　　当

　　　　　　　坂」｜育三三　　　　　　　　　　　　　　　　　石川　光也　　長谷川悟史　　森泉　次夫　　中塚　i吟造

　　　　　　一一刊｜会糊叩務分］∬一　　　　　，第27肝峠絵出喘些（ll購不同）

動静部

　　　　　　鵬篠原昭　　　　　　　田゜鷲（”）　獺㌧（”）

∴1灘1鰹一陽細鱗凱∴｝1蕪｛学三i
　　　　　　評護員（○印支会長）　　　小笠原真次（〃）　三石賢（〃）
○勝野☆哉○和田敦山本友之丞○聚原章　松尾卓見（〃）　 小林勝（〃）
○原田　種亀　○岸　　勝弥　　目崎　武美　○船后　勇平　　　柳沢　幸男　（　〃　）　　　　山本満寿夫　　（　〃　）

　前沢　康雄○高橋　氾一　〇大沢　宝市O武田　一好　　　青沼　　茂　（　〃　）　　　坂口　育三　（〃　戊
　藤田　四郎　　奥村　忠治　○秋ll」利夫’○長谷川敏夫　　　　町日　　博　　（　〃　）　　　　荻原　清治　　（　〃　）

○鶴田　定平　　笹本　保雄　○大山　　融　　倉沢一二三　　　小山　長雄　　（　〃　）　　　　山、口定次郎　　（　〃　）

O阿部　丈夫　○箱山　佳夫　　池田　俊郎　　茅野　　功　　　白井　奨明　（　〃　）　　　　野口新太郎　（　〃　）

　西村　国男　○宮入　　保　○永井　真吉　　浅野　清志　　　平林　　潔　　（　〃　）　　　　北朱　締正　　（　〃　）

○市瀬　武寿　○鈴木　了E悟　　横沢　正雄　○宮沢　　岬　　　　松沢　秀二　　（　〃　）　　　　武井　隆三　　（　〃　）

○細川豊清水良一〇林邦治○工藤見吉　高沼重義（〃）　林貞男（〃）
　内川　　勇　○緒方善之助　○窪田　　盛　○深迫　　明　　　　遠藤　恒久　　（　〃　）　　　　押金　健薔　　（　〃　）

○申島　　茂O中山　吉二　　竹田　　寛　　松尾卓見　　　IJI崎　嘗録　（　〃　）　　　大谷　隼人　（　〃　）
　古平　福紀　　田中　一行　　桜井　善雄　　押金　健吾　　　田中　茂光　　（　〃　）　　　　宮城　　博　　（更　埴）

　久根下栄一　　市川　文夫　　中島　章夫　　大井　昌次　　　　中村　泰輝　　（更　埴）　　　　湯沢　隆義　　（　〃　）

　蒲生　卓磨　　県　　和一　　田村　博一　　冨山　昌臣　　　　飯田　一郎　　（北　信）　　　　水口　米雄　　（北　信）

　黒岩　覚　小山俊吾　小山　清○荒井　猛　　平沢X洞男　（諏｝i加　　　市瀬武寿　（竜川）
　三谷　　勝　○小山　祖光　○磯部　英一　〇山田　良人　　　久保田頑二　（竜　川）　　　　論勘　紀富　　（愛　知）

　池田　正三　〇東家　明秀　　荒木　憤蔵　　山崎　嘗録　　　　そ劉卦　久雄　　（愛　知）　　　　小山田　峻　　（　〃　）

　白井　美明　　松野　輝彦　○高橋　　英　○新野　武雄　　　　福島　亮一　（　〃　）　　　　細川　　豊　　（三　丹）

○森　　剛失　○岩本　賢治　　尾沢　敏男　　山浦　克巳　　　宮沢　　岬　（京　滋）　　　　江F｜附雄　（近　畿）
　小泉　辰雄　○小松　忠孝・小畑　忠富　　牧野徳太郎　　　丸日　節男　（兵庫）　　　　江野村一・雄　（山　陽）

　阿部　信夫　　羽生　英爾　　松尾　五郎　　竹重　為彦　　　西m　　正　　（山　陽）　　　　湯原　　ir！｝　（高　知）



⑯　ノ脇．164　　　　　予　　曲、　会　　報　　　　 lll加42年け］川

　　　　　会　員　動　静　　　　　　　　　1獣㍑㌫蝋市ll一
百瀬　文雄　紡　14　愛　知　豊橋紡韻KK豊橋工場（豊橋　　小林　敬明　学化6　京　京　ジイオン油脂KK木社（住〉

　　　　　　　　　　　　　市大清水町）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご陽S県船橋川前〃；11の629
菅尾源治紡　15山　陽　KIζ菅尾商店（広1、，｝1W的場町　　井出袈裟了1了学化9　兵庫　（住）兵lil覗丁∬；1宮市東鳴川lilr

　　　　　　　　　　　　　1－rl二11番5一号ll屋田∫本〕i亘り）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1－　1一一14

　　　　　　　　　　　　　（住）広島市若草lll∫1．107　　　　浦上　索明　学化11近　畿　ニチボーKK加工1．務部第2

深沢　　実紡20埼　玉　（lil三）U｝玉県浦和市領家678一　　　　　　　　　　　　　　加こ｜二課山崎：に場（｛ll）大阪府

　　　　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内：島川島木01∫山崎1

谷rl昭三紡25三重　ニチボーKK’EV川工場（三重　　Fr谷　　澄a530干　篶干》籾llUぐ婿ll：商！1『1学校（オく兇

　　　　　　　　　　　　　県度会郡小俣町）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　津市）

丸1⊥｜　裕　紡28近畿　大和紡績KK和歌山工聯り」績　　rl1山千佐登学浄M　訓　i況木川聯1‖KK（艮野児“llll・1川∫

　　　　　　　　　　　　　課長（和歌Ill県1二1高郡莱浜田∫　　　　　　　　　　　　　　　　上611i訪赤羽）

　　　　　　　　　　　　　2禰tj也）　　　　　　　　　　　　　　　∬‖餐　　 ξ、き　糸方　20　三1：　　lt　りu　r；紡茄lil＜1ζ1南ニ1：」鳥」ξCトいlil

羽場　清人　学紡3　近　畿　三菱レイコンKK火阪支店　　　　　　　　　　　　　　　　　県．　n：撒舗町木4｜1；）

　　　　　　　　　　　　　　（大li反市北区llllとll∴‘2922新朝　　就油栄’｝ξ化13東京勤lli∫のU；テり（住）東京撤
　　　　　　　　　　　　　1ヨピノレ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　JllTl∫イ沙）ll川r2281樹）69

大滝　忠長　学紡6　近　畿　郡是労働組合（大阪市北区曾　　．」1．餉li之氷　糸別2　猟　京　　（住）東；V・ll｛八・ET・川沽111町

　　　　　　　　　　　　　根崎新地2－一一17∬；日滋㌧業ビル）’　　　　　　　　　　　　　　　　12の6

　　　　　　　　　　　　　　（イ・1三）宝塚llj切畑玉ミ1己山12－・　　劇月　川｛雄　蚕別3　北　信　」、…野↓四’水撫｛日’眉・嗣旨導川

　　　　　　　　　　　　　273］lll是1↓Sミフ’ノc一　ト　3－一・25　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ユUllf下1∫∪～111「）

林　郁男学紡6愛lill三．、凝レイ三1ンKK名∨肚｝｛支店　細川狽1二糸15愛知勤1〕i∫の〕慮り名古ll｛市守llll1．
　　　　　　　　　　　　　　（イコ11∫jl｛］hll．1非」’｜xコ2「’りト川∫3∂）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！」、中苗：4∫、1∴～3007〔λ，138

　　　　　　　　　　　　　88）　　　　　　　　　　　　就井　瀧彦　学化8　近　畿　n木化’ド：繊維「協…、、戊こ阪川初・l

ill｜　道彦　学細0　愛　知　倉敷紡績KK安城．1：場（愛知　　　　　　　　　　　　　　　；技術課（ヅこ阪］1∫東区∫｜：川∫5P］’

　　　　　　　　　　　　　↓1込安城市大東1町∫）　（｛li）安城　　　　　　　　　　　　　　　　1’139置1地化“；≒繊維、幽館）（住）

　　　　　　　　　　　　　市大東1町泊敷紡績KK安城：：じ　　　　　　　　　　　　　　　大阪府n槻］lf緑町13－1甘｜庫

　　　　　　　　　　　　　賜女子「］寮　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化学繊，i個筋撮高ll鮒：宅

白木孝典学紡日　來　京　婁力前のとおり（住）東京都太1」i　　天i［日　宋次　蚕　9　愛　知　弁、1：（岡崎川llf阿知．和町叩

　　　　　　　　　　　　　lX田園洞布4丁n21番地の17　　　　　　　　　　　　　　　　根110

鈴木継学細1愛知鷲タイヤコードKK西月．工　鰺ll薩学・綱ボli：畿（旧刻…：大田（勤前のと・∫・∫り（ぱ）
　　　　　　　　　　　　　場（愛知県西尾市上矢田田噺　　　　　　　　　　　　　大阪府』↓ソく津市川290
　　　　　　　　　　　　　明1｝3番地）　（住）岡上ト1：宅　　翻lli獄而　糸　10　近　畿　‖’［力前のとおり（自i）ヅ阪府撚

　　　　　　　　　　　　　…苔竹寮　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　津川．t正三雀ラ｛こ田∫2…6－2

〒1ぎ川　　都学紡13東）三（ll三1姓住來［都日∴1：1∫18：碑文谷　　篠ケil工1勝vC　学『lj12北九州　プリジス｜・ンタずヤKK久留

　　　　　　　　　　　　　4－｛5…13長沢方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米：1似61造部ll造技術1、｛i（ク、

樋「1　昭　化　5　近　畿　日木肪泣仕茨木二1：場（プく阪　　　　　　　　　　　　　　　　留氷市）1〔町1の6）αti）久1？！

　　　　　　　　　　　　　府茨木市丁《｝1積860の4　　　　　　　　　　　　　　　　　斗矧1旭町BSアパ｛1・3の9
，申曾根和夫化　8　冨　111倉敷レイヨンKK富山工場こE　　武1．ll昭一・化　6　愛　川輿和KK物《621；1ヒ成品㍑（名
　　　　　　　　　　　　　務部ぐ山了紅蓮剛933）　　　　　　　　　　　　　　　　　古長1姉中1・＿劃i｝3…6－29）（｛‘正1）

高城克ご　化　9　近　畿　日本ヱクスラン工業KK技術　　　　　　　　　　　　　　・｛11古1｛Tl∫北1柚町味鍼撒｝1、．弦

　　　　　　　　　　　　　部第3技術サービス課（大阪　　　　　　　　　　　　　　　　41－1

　　　　　　　　　　　　　市北区9錨｝浜通り日“目25｝　　11平Y蔵学紡7　東）1ζ勤前の通り（住）東月［都小念

　　　　　　　　　　　　　噺大阪ビル）　　　　　　　　　　　非1臓1旺∫3－5－1
高橋栄一学化3東京　（住）東京都中野1茎宮前川∫21　請水lll》鷺6；ζ：紡1越佐猟氾【ン：長固：1，．緩同惇｛i’校

池内　　鼎　学化4　山　陽　帝人KK三原工場ナイロン製　　　　　　　　　　　　　　　　（£ミ岡市）

特許・巽用新案・意匠・商標

　　出願・訴訟・鑑定

浜特許事務所
東京都港区新橋1の15の4
堤　第　一　ピ　ル　4　階
東京（59DO764・0765

，　　　　　　弁理士　浜　　　香　　三
　　　　　　　弁護士　中　　猪　之　助
　　　　　　　千曲会員福島鋼治郎

　　　　　　編　集　室　よ　り
　1967年の新年を迎え会員各｛、斐：のいよいよご健肪にてます
ますご活躍ご発展の程期待印し上げま’｝1㍉，

　第27回本会総会役員改選により新理1：長に小林運美前副
理事長が選任された。巻頭に母校の発展と本☆の向上を切
望する力強い実行力あるこ挨拶を寄せられた。
　本会構成のうち従来の厚生部を利用llilに改め，新に厚生
部を開設し会員身上相談の窓1こ｜を設けた。軌道にのり本会
の充笑向上をη1い会員各位の一摺θ」ご協力をお願いいたし
ます。

　　編集委負　小林　爾一，竹田　　寛，イi川　　博

　　　　　　　松沢　秀二，武井　隆一’，小±¢1原真次

　　　　　　　平林　　潔，日」卜　理範


